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◆学生の声
　私は当初この研究室を志望して
おらず，周囲の学生との兼ね合い
で渋々入ったのですが，量子光学
や高次高調波について学んで行く
につれ，レーザー研究の面白さと
その応用の幅広さに非常に魅力を

感じました．私自身まだ力不足で関川先生には多く
のご迷惑をお掛けしてきましたが，暖かいご指導の
おかげでここまで頑張る事が出来ました．今後は就
職しレーザー研究から離れる事になりますが，この
研究室で学んできた事を最大限生かしていきたいと
考えております． （伊藤 元彦）

　◆研究室紹介

　本研究グループは5年前にできました．超短パルス
レーザー光の高次高調波を使い時間分解分光を行うこと
を目標に，必要な光源および計測法の研究を行っていま
す．
　最近では，高次高調波を分光応用するために，パルス
幅を伸ばすことなく単一次数を取り出す光学系の開発を
中心に行ってきました．現在では，試料上に分子科学研
究所UVSORと同程度の光量を集光でき，パルス幅が
20 fsをきっています．いよいよ，放射光ではできない応
用研究に乗り出すところです．
　以上の研究活動の他，当グループが中心になり，応用
物理学会のリフレッシュ理科教室を平成19年度に5年ぶ
りに札幌で開催するなど，物理学の啓蒙活動にも力を注
いでいます．
　赴任当初は，大学で行うには“重い”研究分野で不安で
した．しかし，科学研究費基盤研究Aを二回いただき，
ようやく形になりつつあります．皆様に感謝いたしま
す．

　◆具体的な最近の研究テーマと成果

テーマ 成　　果

数サイクルレーザー
の高効率発生

応用物理学会発表
国際会議発表
学術誌掲載

ヘリウム原子の二電
子励起状態のレー
ザー高調波による二
光子励起

応用物理学会発表
国際会議発表
学術誌掲載

高次高調波の単一次
数選択光学系の開
発・評価

応用物理学会発表
レーザー学会発表
国際会議発表
学術誌掲載
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